
兵庫県内で活動されている
「ひょうごアグリプリンセス
の会」と丹波市で活動されて
いる「丹歩々組」は、繊維を
取り扱う「株式会社神栄」と
共同開発した作業服を完成さ
せ、農業女子の成果として発
表しました。

「株式会社神栄」は繊維を
扱う商社でありながら、福井
県でキャベツ栽培の農業を営
んでおり、農業と繊維のコラ
ボができないか模索していた
ところ、女性向けの作業服が
あまりないことを知り､「ひ

ょうごアグリプリンセスの会」､「丹歩々組」と意見交換し、共同開発する運びとなりました。
農業女子からは、日焼け対策やデザイン、求めやすい価格の作業服がないなど、これまで自分

たちが欲しかった作業服について､「株式会社神栄」の担当者と、
10数回の打合せやアンケートを実施し開発を進めてこられました。

完成した作業服は、日焼け対策として首の部分が高くなってい
る、しゃがんで作業しても背中が出ない、シルエットもスリムで
腰の部分は絞れているものの伸縮性に富んだ素材を使用するなど、
農業女子の声を最大限に採り入れたものとなりました。

試着した農業女子からは、自分たちの声が活かされて満足なも
のの、袖の長さが若干短いなど、改良の余地があることを担当者
に伝えると、担当者から早速、持ち帰り検討してみるとの回答が
ありました。完成した作業服については、JA広報誌や展示会への
出展が計画されているそうです。

令和２年度「国有林モニター」募集中！！
近畿中国森林管理局では、国有林の事業運営等について、国民の皆さまの理解を深めるととも

に、ご意見やご要望をお聞きして国有林野行政に反映させるため、近畿中国森林管理局が管轄す
る2府12県（石川県､福井県､三重県､滋賀県､京都府､大阪府､兵庫県､奈良県､和歌山県､鳥取県､島
根県､岡山県､広島県､山口県）にお住まいで、森林･林業及び国有林に関心のある成人の方（国会
及び地方議会の議員、地方公共団体の長、常勤の国家公務員、平成29年度～令和元年度まで3年
間連続して国有林モニターになられた方を除く）を対象とした「国有林モニター」を募集します。

【応募締切】令和2年1月31日（金曜日）

【お問合せ】近畿中国森林管理局 企画調整課 林政推進係 ☎ 06-6881-3406

詳しくは http://www.rinya.maff.go.jp/kinki/kikaku/monitor/02_boshu.html

〒650-0024
神戸市中央区海岸通29 神戸地方合同庁舎

TEL:078-331-5924 email:hyogo28_hsatt_kinki@maff.go.jp

vol.45

農政局だより＠ひょうご
農林水産省 近畿農政局（兵庫県拠点）
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私たちの声が形に！！
～ 農業女子が農作業服を共同開発 ～



新規就農者のバックアップを！

代表取締役 西坂さん（左）と村田さん

「但馬牛に魅せられて！」（村田瑞樹さん）

新温泉町が設立した｢地域おこし協力隊｣の一期生
として３年間の研修を経て、今年の４月から畜産農
家として独立された、村田瑞樹さんを直撃しました。

大阪市の出身で、小さい頃はイルカのトレーナー
になりたかったのですが、農業大学校時代に出会っ
た但馬牛に魅了され、新温泉町の制度を知り、協力
隊員に応募し研修を受けました。

独立後は自力で生活費をまかなわないといけない
ので、現在は自分の畜産肥育以外に先輩畜産農家の
手伝いや湯村温泉愛宕山観光での経理事務、そして
米づくりにも挑んでいます。

Iターンで同町に来た頃は、地域おこし協力隊という名前に重圧を感じた時期もありましたが、
周りの方々に支えられ毎日楽しく作業をしています。

将来は、資格をたくさん取得し、但馬牛の繁殖から肥育、加工、そして同公園で提供できる
ようになればと笑顔で語ってくれました。

美方郡新温泉町で、兵庫県立但馬牧場公園を拠
点に「スキー場」、「飲食業」、「宿泊業」を経
営し、平成26年から農業に参入した株式会社湯村
温泉愛宕山（あたごやま）観光代表取締役の西坂
修さんにお話を伺いました。

同町照来（てらぎ）地域には、７地区の営農組
合があり、米づくりが行われていましたが、生産
者の高齢化や後継者不足等により耕作放棄地が年
々増加し、棚田の農地等をいかに守っていくのか
が課題となっていました。

盆地で寒暖差がある照来地域は、きれいな水が
流れ込み、棚田でつくった米は、市場でも高く評
価されていることから、自社で栽培した米を宿泊
施設やレストラン等で使用するため、60aのほ場
で、米づくりを始めました。

当初は、米づくりの経験がないところから始まり、農業参入に
対して、地域の方からは疑心暗鬼の目を向けられていましたが、
米づくりを重ねるにつれ、信頼を得たことから、地元の営農組合
や放牧組合とも連携を深めて、現在、作付面積は、8.6haの水田
で米づくりを行っています。

今後は、さらに高齢化や後継者不足
が進み、耕作されない農地が大幅に増
えることが確実であり、預かる農地を
数倍にも拡大し、米づくりを行うこと
を考えています。

新温泉町では、平成27年度より、魅力あるまちづくりの実現や地域
に活力を与え、活性化に取り組む「地域おこし協力隊」を非常勤嘱託
職員として３年間採用し、任期後は、起業することとされています。

退任後の協力隊員は、生活を確保できる環境は十分に整っていない
ことから、少しでも不安が取り払えればと思い、安心して仕事ができる場として協力隊員を支え
ていきたいと考えています。

現在、米づくりのみとなっていますが、今後は、日本農業遺産にも認定された美方地域の但馬
牛の子牛生産をする施設等の環境整備を行い、就農者の支援をしていきたいと考えています。



たつの市新宮町で、エコファーマーとして水稲
や大豆などを栽培している、株式会社Ｊ･McCoy
（ｼﾞｪｲ･ﾏｯｺｲ）上田農園 代表取締役 上田哲也さん
（40歳）にお話を伺いました。

大学卒業後、広告代理店の営業職としてやり甲
斐を感じていたものの、自分がトップとなって仕
事に取組みたいとの思いが強まり、専業農家であ
る父親の跡を継げば「様々な事に挑戦できるので
は」と平成20年に就農。

平成24年に経営を継承し代表となり、家族経営
から従業員を雇用し新しい農業経営体としてスタ
ートしました。その後、平成28年に法人化し、社

名を上田農園の２代目として本当に自信を持ってお薦めできる農産物を育てたいとの思いを込め、
J（Junior 初代への敬意）、McCoy（本物・逸品）と名付けました。

現在、24㏊の農地で、ひょうご安心ブランド認定の水稲を始め、小麦、大豆、小豆、レンコン、
ブルーベリーなどを栽培しています。

緑肥をすき込み、自社製造の米ぬかペレットやくず大豆を散
布し、雑草を手取りするなど農薬や化学肥料に頼らない循環型
農業を実践する中で、生産した農産物を活かして、味噌･粉末･
ジャムなど様々な加工商品を手掛けています。加工食品を作る
ようになったきっかけは「母が作った砂糖控えめで、豆本来の
味がしっかりした煮豆」を世の中に広めたいと思ったからです。

これからも新商品を開発し皆様にお届けしたいと思っており、
ちなみに今年の新商品は「小豆味
噌」が販売間近となっています。

また、子供達との関わりを多く持ちたいとの思いから、小学生や
園児を対象とした田植えや稲刈りなどの農業体験や収穫したお米を
プレゼントする時に「お米の一生」の話などを通して、子供達に感
動してもらえるような食育に取り組んでいます。

将来はブルーベリーの摘み取り園の拡大やお米の収穫祭などのイ
ベントを開催し、様々な人との交流を深め、地域から必要とされる
会社、そして、地域にとってかけがえのない存在になりたいと考え
ています。

株式会社 J McCoy ： http://www.uedanouen.net/index.html

外食時の｢おいしい食べきり｣全国共同キャンペーン展開中！！

日本の「食品ロス」は、年間約643万トンと推計されており、本年10月に施行された「食品ロ
スの削減の推進に関する法律」において、消費者・事業者・地方公共団体を含めた様々な主体が
連携し、国民運動として食品ロスの削減を推進していくこととされています。

また、外食の際、特に宴会等の場においては、食品ロスが多く発生して
いる状況があります。

このため、農林水産省は、消費者庁、環境省及び全国おいしい食べきり
運動ネットワーク協議会と共に、令和元年12月から令和2年1月末までの
忘新年会シーズンに、全国の地方公共団体における外食時の「おいしい食
べきり」全国共同キャンペーンを実施し、「3010運動※」等の普及に取り
組んでいます。

※3010運動：会食や宴会時での食べ残しを減らすための｢食品ロス削減運動｣
｢1.注文の際に適量を注文｣、｢2.乾杯後30分間は席を立たず料理を楽しむ｣、｢3.お開き前10分間は自分の席に戻り、再
度料理を楽しむ｣等に取り組み、食べ残しを減らしましょう！！

詳しくは http://www.maff.go.jp/j/press/shokusan/kankyoi/191128.html

本物の味､地域との関わりを深めながら...



山の幸、海の幸が豊富な相生市の相生湾に、平成14
年４月にグランドオープンされた「道の駅あいおい白
龍城」は、地元の野菜や海産物、特産品が並ぶほか、
良質の天然温泉やダイニングレストランが併設された、
一度で三度楽しめるアミューズメント施設です。

特産品売場では、地元の生産者の方が季節ごとの野
菜などを持ち込み販売。初夏の「矢野メロン」は大人
気。取材時には、相生特産の「ゆず」をはじめ、西播
磨地域の露地野菜などが所狭しと並べられていました。

特産加工品のお薦めは、地元相生産業高校とのコラ
ボ商品である牡蠣を使った「ふりカキ」に「牡蠣飯の
素」。ふりカキは商業高校フードグランプリ2018を受賞。また、「ゆずみそポン」や「相生矢
野産メローネあいす」も相生産業高校とのコラボ商品でとても人気があるそうです。

本年10月にはレストランが「和ダイニングまねき」として、リニューアル
オープン！西播磨初登場の姫路名物えきそばが提供されることになりました。

これからの季節はなんと言っても「牡蠣」。殻付き牡蠣・牡蠣の剥き身の
販売、焼き牡蠣の実演販売なども開催され、焼きたての牡蠣がその場で食べ
られるという、牡蠣好きには堪らない内容となっています。

２月には「相生かきまつり」に合わせて、当施設でも多彩なイベントが開
催されるとのことです。

特産品の買い物に、焼き牡蠣とえきそばを堪能した後は、相生湾が一望で
きる「ペーロン温泉」で旅の疲れを癒やしてみては如何でしょうか。

気がつけば師走。月日の経つのが加速しているように感じています。
こうなると来年の1年などあっという間かな。
一日一日味わいながら日々を過ごしたいと思います。
来年の干支は一番目のねずみ年。新たな12年の始まりだと考えると、

なんだかわくわくしませんか。

編集後記

農政に関するご相談､事業や制度へのご意見･ご質問などがございましたら､お気軽に地方参事官
ホットラインまでお問い合わせ下さい｡また、広報誌に対するご意見等もお待ちしています。

地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

TEL：078-331-5924 FAX：078-331-5177
2019.12

2020年農林業センサスにご協力ください
令和2年2月1日現在で、全国一斉に“農林業の国勢調査”といわれる「2020年農

林業センサス」が実施されます。この調査は、今後の農林業の政策に役立てるた
めに5年ごとに実施される極めて大切な調査です。

令和元年12月中旬から農林業を営んでいる皆様のところに調査員が訪問し、調
査票に農林業の経営状況などの記入を依頼しますので、ご協力をお願いします。

⑥ 道の駅 あいおい白龍城
ペーロンじょう

名称 ： 道の駅（海の駅）あいおい白龍城
所在地 ： 678-0053兵庫県相生市那波南本町8-55
電話番号 ： 0791-23-5995
駐車場 ： 98台（第一駐車場48台、第二駐車場50台）
営業時間 ： 売店、青空市 9:00～18:00（年中無休）

和ダイニング 11:00～21:00（平日）
10:30～21:00（土日祝）

ペーロン温泉 10:30～22:00（平日･土日祝）
定休日 ： 火曜日（和ダイニング・ペーロン温泉）
ホームページ ： http://peironjo.jp/

DMZ


